
谷
中・
い
ろ
は
茶
屋

1 鬼平
・剣
客

『
鬼
平
犯
科
帳
』の
「
谷
中・
い
ろ
は
茶
屋
」で
は
火
付
盗
賊
改
方
の

同
心・
木
村
忠
吾
が
い
ろ
は
茶
屋
の
菱
屋
の
お
松
に
夢
中
に
な
り

通
い
つ
め
ま
す
。

書
物
問
屋・
和
泉
屋

の
根
岸
寮

2 剣客剣客

大
川
橋（
吾
妻
橋
）

池
波
正
太
郎
の
作
品
で
は
大
川
橋
で
、様
々
な
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。

『
剣
客
商
売
』の
「
暗
殺
」で
は
、秋
山
大
治
郎
と
御
用
聞
き
四
谷
の
弥
七

が
、橋
上
で
旗
本・
杉
浦
丹
後
守
に
雇
わ
れ
た
浪
人
た
ち
に
襲
わ
れ
ま
す
。

料
理
屋・
鮒
宗

3
蜆
汁（
し
じ
み
じ
る
）、
泥
鰌（
ど
じ
ょ
う
）が
売
り
も
の
で
日
暮
れ
に
な
る

と
客
で
一
杯
に
な
る
こ
の
店
は
、池
波
作
品
で
た
び
た
び
物
語
に
登

場
し
ま
す
。

『
剣
客
商
売
』の
ヒ
ロ
イ
ン
佐
々
木
三
冬
が
秋
山
大
治
郎
に
嫁
ぐ
ま
で

暮
ら
し
た
家
。こ
こ
か
ら
近
い
根
岸
小
学
校
は
、池
波
正
太
郎
が
最
初

に
通
っ
た
小
学
校
で
す
。

酒
飯・
元
長

26 剣客剣客25 剣客
・梅
安

秋
山
小
兵
衛
が
仲
立
ち
と
な
り
祝
言
を
あ
げ
た
、不
二
楼
の
料
理
人・

長
次
と
座
敷
女
中・
お
も
と
が
開
い
た
店
。店
名
は
長
次
と
お
も
と
の

一
字
ず
つ
を
と
っ
て
小
兵
衛
が
名
づ
け
ま
し
た
。

要
伝
寺

4
要
伝
寺
と
そ
の
界
隈
は
、『
剣
客
商
売
』『
鬼
平
犯
科
帳
』な
ど
の
舞
台

と
し
て
繰
り
返
し
登
場
し
ま
す
。ま
た
、池
波
正
太
郎
が
六
歳
の
頃
、父
・

富
治
郎
が
こ
の
近
く
で
ビ
リ
ヤ
ー
ド
場
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

浅
草・
御
厩
河
岸

27 鬼平鬼平

昭
和
４２
（
１９
６７
）年
に
池
波
正
太
郎
が
発
表
し
た『
鬼
平
犯
科
帳
』の

実
質
上
の
第
一
作
は「
浅
草・
御
厩
河
岸
」の
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
、

こ
こ
が
重
要
な
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

寛
永
寺・
車
坂

5 剣客剣客

秋
山
小
兵
衛
は
折
に
ふ
れ
、寛
永
寺
を
参
詣
し
て
い
ま
す
。少
年
時
代

の
池
波
正
太
郎
に
と
っ
て
も
、永
住
町
の
家
か
ら
ほ
ど
近
い
広
大
な

上
野
の
山
は
、格
好
の
遊
び
場
で
し
た
。

外
科
医・
堀
本
桃
庵

の
住
居

藤
枝
梅
安
と
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
り
、お
互
い
に
優
れ
た
外
科
医
と

鍼
医
と
し
て
認
め
あ
っ
て
い
る
。桃
庵
が
肝
ノ
臓
を
患
っ
た
折
に
は
、

梅
安
が
泊
り
が
け
で
鍼
を
打
ち
ま
し
た
。

大
名・
石
川
日
向
守

の
屋
敷

6 鬼平鬼平

火
付
盗
賊
改
方
の
密
偵・
伊
三
次
が
盗
賊・
強
矢
の
伊
佐
蔵
に
刺
さ
れ

瀕
死
の
重
傷
を
負
い
、石
川
家
屋
敷
内
の
足
軽
長
屋
に
担
ぎ
込
ま
れ

ま
す
。

如
意
輪
寺

29 鬼平鬼平
『
鬼
平
犯
科
帳
』の
「
敵
」で
は
、寺
の
前
の
花
屋
が
あ
り
、そ
の
花
屋
は

密
偵・
大
滝
の
五
郎
蔵
が
ま
だ
盗
賊
だ
っ
た
頃
の
盗
人
宿
で
し
た
。

池
波
家
の
菩
提
寺
。平
成
２
年
５
月
３
日
に
逝
去
し
た
池
波
正
太
郎
は

池
波
家
代
々
の
墓
に
眠
っ
て
い
る
。

池
波
正
太
郎
は
大
正
12
年
１
月
25
日
に
待
乳
山
聖
天
の
南
方
で
誕

生
し
た
。平
成
１９
年
に
待
乳
山
聖
天
入
口
に
あ
る
公
園
内
に
建
立
さ

れ
た
。

浅
草・
平
右
衛
門
町

7 鬼平
・剣
客

平
右
衛
門
河
岸
に
あ
る
船
宿・
井
ノ
口
屋
か
ら
出
て
き
た
火
付
盗
賊
改
方

の
同
心・
黒
沢
勝
之
助
と
女
賊・
網
虫
の
お
吉
、そ
し
て
こ
の
二
人
の
様
子
を

注
視
し
て
い
る
黒
沢
の
同
僚・
小
柳
安
五
郎
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

枕
橋
さ
な
だ
や

30 鬼平鬼平
「
蛇
の
目
」で
平
蔵
の
勘
が
、蛇
の
平
十
郎
の
去
っ
て
い
く
姿
に
あ
や
し

い
奴
と
感
じ
た
場
所
で
、当
時
は
源
兵
衛
橋
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

浅
草・
鳥
越
橋

8 鬼平鬼平

盗
賊・
風
穴
の
仁
助
は
、同
僚
の
押
切
の
定
七
に
だ
ま
さ
れ
、女
房・
お

ひ
ろ
と
お
頭・
傘
山
の
瀬
兵
衛
と
の
仲
を
疑
っ
て
、こ
の
橋
の
上
で
瀬

兵
衛
を
刺
し
て
し
ま
い
ま
す
。

み
め
ぐ
り
の
土
手

31 鬼平鬼平

『
鬼
平
犯
科
帳
』の
「
大
川
の
隠
居
」に
登
場
し
ま
す
。大
川（
隅
田
川
）

の
土
手
の
う
ち
三
囲
神
社
の
鳥
居
の
貫
か
ら
上
が
川
面
か
ら
見
え
る

辺
り
を
指
し
た
よ
う
で
す
。

牛
堀
九
万
之
助
の
道
場

9 剣客
・梅
安

『
剣
客
商
売
』で
は
秋
山
小
兵
衛
と
、剣
一
筋
に
生
き
る
九
万
之
助
の
親
交

が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。『
仕
掛
人・
藤
枝
梅
安
』で
は
後
に
梅
安
の

良
き
友
と
な
る
小
杉
十
五
郎
が
牛
堀
道
場
の
代
稽
古
役
で
登
場
し
ま
す
。

三
囲
神
社

32 鬼平
・剣
客

『
鬼
平
犯
科
帳
』を
は
じ
め
、『
剣
客
商
売
』な
ど
で
も
お
な
じ
み
の
神

社
。鬼
平「
迷
路
」で
は
、玉
村
の
弥
吉
が
法
妙
寺
の
九
十
郎
と
出
会

い
、盗
み
に
誘
わ
れ
る
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

阿
部
川
町

10 鬼平
・梅
安・
雲
霧

『
鬼
平
犯
科
帳
』で
は
大
工
小
僧
の
異
名
を
とっ
た
盗
賊
泥
鰌
の
和
助
が
営

む
櫛
屋
、平
蔵
配
下
の
同
心・
小
柳
安
五
郎
の
菩
提
寺・
竜
源
寺
、大
盗
賊・

雨
乞
い
庄
右
衛
門
を
頭
に
も
つ
お
照
の
家
な
ど
の
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

常
泉
寺

33 鬼平鬼平

『
鬼
平
犯
科
帳
』の
番
外
編
と
さ
れ
る「
正
月
四
日
の
客
」で
前
砂
の
甚

七
が
寺
男
に
な
り
す
ま
し
て
い
た
寺
で
、江
戸
の
儒
学
者・
朝
川
善
庵

の
墓
が
あ
り
ま
す
。

し
る
粉
屋・
松
月
庵

11 12 13 16 1714 15鬼
平

鬼
平

長
谷
川
平
蔵
配
下
の
同
心・
木
村
忠
吾
が
盗
賊
の
娘・
お
雪
と
深
い
仲

に
な
っ
て
、新
堀
端・
竜
宝
寺
門
前
の
し
る
粉
屋・
松
月
庵
で
逢
引
き
を

重
ね
ま
す
。

業
平
橋

34 鬼平鬼平

『
鬼
平
犯
科
帳
』の
「
敵
」の
中
で
、大
滝
の
五
郎
蔵
が
橋
を
渡
っ
た
と

こ
ろ
で
尾
行
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、す
ば
や
く
西
尾
隠
岐
守
下
屋
敷
わ

き
の
木
立
に
身
を
隠
す
場
面
で
登
場
し
ま
す
。

菓
子
舗・
越
後
屋

雲
霧

雲
霧

〔
東
本
願
寺
御
用・
御
菓
子
司
〕の
金
看
板
を
掲
げ
る
格
式
の
高
い
菓

子
舗
。雲
霧
仁
左
衛
門
一
味
が
最
後
に
狙
っ
た
の
が
こ
の
大
店
で〔
火

盗
改
メ
〕と
の
熾
烈
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

西
尾
隠
岐
守
屋
敷

35 鬼平鬼平

周
辺
は
穏
や
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る
人
気
の
行
楽
地
。夜
に
な
る

と
下
屋
敷
は
博
奕
場
へ
と
変
わ
り
、す
ね
に
傷
を
持
つ
者
が
身
を
隠
す

場
所
と
し
て
作
品
に
登
場
し
ま
す
。

貞
源
寺

幕
末

幕
末

伊
庭
八
郎
の
菩
提
寺
で
あ
る
、松
葉
町・
貞
源
寺
。物
語
で
た
び
た
び

登
場
す
る
こ
の
寺
の
和
尚
に
八
郎
は
幼
少
の
頃
か
ら
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。現
在
は
中
野
区
に
移
転
。

春
慶
寺

36 鬼平鬼平

長
谷
川
平
蔵
の
剣
友
、岸
井
左
馬
之
助
の
寄
宿
先
と
し
て
多
く
の
作
品

に
登
場
し
ま
す
。な
か
で
も「
明
神
の
次
郎
吉
」は
春
慶
寺
が
主
な
舞
台
に

な
っ
て
お
り
、寺
域
や
押
上
周
辺
の
当
時
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

岸
井
左
馬
之
助
の

新
居

鬼
平

鬼
平

若
い
頃
、長
谷
川
平
蔵
と
と
も
に
高
杉
銀
平
道
場
で
剣
の
修
行
に
励

ん
だ
岸
井
左
馬
之
助
が
、小
野
田
治
平
の
娘・
お
静
と
夫
婦
に
な
り
、

新
居
を
得
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

出
村
の
桜
屋
敷

37 鬼平鬼平

長
谷
川
平
蔵
と
岸
井
左
馬
之
助
は
田
坂
直
右
衛
門
の
孫
娘・
お
ふ
さ

に
想
い
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。横
川
を
行
く
、お
ふ
さ
の
嫁
入
り
舟
を
平

蔵
と
左
馬
之
助
が
万
感
の
思
い
で
見
送
る
場
面
は
心
に
残
り
ま
す
。

小
杉
十
五
郎
の

旧
居

梅
安

梅
安

藤
枝
梅
安
の
相
棒
と
な
る
、浪
人
の
小
杉
十
五
郎
が
物
語
の
前
半
で

住
ん
で
い
ま
し
た
。十
五
郎
は
、牛
堀
道
場
の
後
継
者
問
題
で
門
弟
た

ち
の
恨
み
を
買
い
、梅
安
の
も
と
に
身
を
寄
せ
ま
す
。

高
杉
銀
平
道
場

38 鬼平鬼平

横
川
沿
い
の
出
村
町
に
あ
っ
た
道
場
に
長
谷
川
平
蔵
が
19
歳
の
と
き

に
入
門
し
、こ
こ
で
生
涯
の
友・
岸
井
左
馬
之
助
に
出
会
い
ま
す
。二
人

は
高
杉
先
生
か
ら
同
時
に
目
録
を
授
け
ら
れ
竜
虎
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

新
吉
原・
稲
本
楼

幕
末

幕
末

江
戸
屈
指
の
大
道
場
で
あ
る
、心
形
刀
流・
伊
庭
道
場
の
後
を
継
ぐ
伊

庭
八
郎
は
、恋
人
の
遊
女・
小
稲
が
い
る
吉
原
に
通
い
続
け
る
。『
幕
末

遊
撃
隊
』の
物
語
は
こ
の
吉
原
の
場
面
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

法
恩
寺

39 鬼平鬼平

太
田
道
灌
ゆ
か
り
の
寺
で
、「
本
所・
桜
屋
敷
」で
は
長
谷
川
平
蔵
と
岸
井
左

馬
之
助
が
門
前
の
茶
店〔
ひ
し
や
〕で
20
余
年
ぶ
り
に
旧
交
を
温
め
る
場
面

に
登
場
。「
尻
毛
の
長
右
衛
門
」は
こ
の
法
恩
寺
か
ら
物
語
が
始
ま
り
ま
す
。

秋
山
大
治
郎
の

道
場

剣
客

剣
客

秋
山
大
治
郎
の
無
外
流
道
場
は
、父
・小
兵
衛
が
建
て
て
く
れ
た
１５

坪
の
道
場
で
、百
姓
家
を
改
造
し
た
質
素
な
も
の
で
す
が
、大
治
郎
に

と
っ
て
は
自
分
の
城
で
し
た
。

相
模
の
彦
十
の
家

40 鬼平鬼平

彦
十
は
本
所
松
井
町
の
岡
場
所
に
巣
食
う
香
具
師
あ
が
り
の
無
類
者
。

平
蔵
が
、放
蕩
無
類
の
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
た
頃
か
ら
の
取
り
巻
き
で
す
。

密
偵
に
転
じ
る
と
、そ
の
働
き
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

料
亭・
井
筒

18 梅安梅安

藤
枝
梅
安
の
な
じ
み
の
店
。主
人
の
与
助
や
店
の
者
は
、梅
安
を
雉

子
の
宮
の
先
生
と
呼
ん
で
丁
重
に
扱
っ
て
い
ま
し
た
。座
敷
女
中
の

お
も
ん
と
は
店
の
主
人
も
公
認
、夫
婦
同
然
の
仲
で
し
た
。

長
谷
川
平
蔵
の

旧
邸

41 鬼平鬼平

長
谷
川
平
蔵
が
27
歳
の
と
き
ま
で
暮
ら
し
て
い
た
屋
敷
の
あ
っ
た
場

所
で
す
。実
父
の
宣
雄
が
目
黒
行
人
坂
の
下
手
人
を
捕
ら
え
た
手
柄

に
よ
り
京
都
町
奉
行
に
出
世
し
、長
谷
川
家
は
こ
の
地
を
去
り
ま
し
た

玉
姫
稲
荷
神
社

剣
客

剣
客

社
殿
絵
馬
堂
の
あ
た
り
で
、不
治
の
病
に
苦
し
み
誰
に
も
心
を
開
か

な
い
鬼
熊
酒
屋
の
熊
五
郎
に
、秋
山
小
兵
衛
は
鐘
ヶ
淵
の
隠
宅
へ
訪

ね
て
く
る
よ
う
に
、や
さ
し
く
誘
い
か
け
ま
す
。

医
師・
小
川
宗
哲

の
家

剣
客

剣
客

長
崎
で
異
国
渡
来
の
医
術
を
研
究
し
、７
０を
こ
え
た
老
医
だ
が
、身
分
の
上

下
に
か
か
わ
ら
ず
、行
き
と
ど
い
た
診
察
と
治
療
を
施
す
。秋
山
小
兵
衛
と

は
仲
の
良
い
碁
敵
で
、様
々
な
場
面
で
小
兵
衛
や
大
治
郎
を
助
け
ま
す
。

料
亭・
不
二
楼

江
戸
時
代
の
橋
場
は
、資
産
家
の
寮
や
高
級
料
理
茶
屋
が
建
ち
な
ら

ぶ
、い
わ
ば
別
荘
地
で
、船
着
き
場
の
あ
る
料
亭・
不
二
楼
は
、秋
山
小

兵
衛
が
主
人
夫
婦
と
親
交
が
深
く
最
も
お
気
に
入
り
の
店
。

軍
鶏
な
べ
屋・
五
鉄

43 鬼平鬼平

長
谷
川
平
蔵
の
幼
な
じ
み
三
次
郎
が
亭
主
の
店
。火
盗
改
メ
の
重
要

な
連
絡
場
所
で
、後
に
、密
偵・
お
ま
さ
な
ど
が
店
の
２
階
に
寝
泊
ま
り

す
る
よ
う
に
な
る
。鬼
平
犯
科
帳
の
主
要
ス
ポ
ット
で
す
。

本
性
寺

21 剣客剣客

『
剣
客
商
売
』で
は
秋
山
小
兵
衛
と
朋
友・
嶋
岡
礼
蔵
の
二
人
が
想
い

を
寄
せ
、後
に
小
兵
衛
の
妻
と
な
る
お
貞
の
墓
が
あ
る
寺
と
し
て
登

場
し
ま
す
。

煙
草
屋・
壺
屋

44 鬼平鬼平

大
盗・
蓑
火
の
喜
之
助
の
下
で
修
行
し
た
盗
賊・
大
滝
の
五
郎
蔵
は
捕
縛

さ
れ
た
後
、密
偵
と
な
り
、義
父・
舟
形
の
宗
平
と
こ
の
店
を
始
め
ま
し
た
。

夫
婦
で
あ
る
女
密
偵
の
お
ま
さ
も
同
居
。多
く
の
作
品
に
登
場
し
ま
す
。

船
宿・
嶋
や

22 鬼平鬼平

船
宿
の
亭
主・
亀
次
郎
は
長
谷
川
平
蔵
の
幼
友
達
で
お
気
に
入
り
の

板
前
が
い
て
、う
ま
い
料
理
を
出
す
平
蔵
が
最
も
お
気
に
入
り
の
船

宿
。『
鬼
平
犯
科
帳
』の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ス
ポ
ット
と
い
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

駕
籠
屋・
駕
籠
駒

剣
客

剣
客

秋
山
小
兵
衛
が
よ
く
利
用
す
る
山
之
宿
町
の
駕
籠
屋
。「
暗
殺
」で
は
、

こ
こ
の
駕
籠
か
き
が
惨
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

茶
店
笹
や

45 鬼平鬼平

弥
勒
寺
の
門
前
に
あ
り
、長
谷
川
平
蔵
が
放
蕩
無
類
の
日
々
を
送
り
、本
所
の

銕
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
を
よ
く
知
る
お
熊
婆
さ
ん
の
店
。火
盗
改
メ
の
長
官
に

な
っ
て
か
ら
は
出
先
の
よう
な
役
割
を
担
い
、多
く
の
作
品
に
登
場
し
ま
す
。

19 剣
客

剣
客20

28 梅
安

梅
安 42

剣
客・
鬼
平 楊
子
店・
卯
の
木
屋

藤
枝
梅
安
の
相
棒・
彦
次
郎
は
仕
掛
人
で
す
が
、表
の
家
業
は
浅
草

寺
参
道
の
卯
の
木
屋
に
商
品
を
納
め
る
腕
の
良
い
楊
子
職
人
で
す
。

台
東
区
浅
草
1丁
目

池
波
正
太
郎
記
念
文
庫

〒
11
1－
86
21
　
台
東
区
西
浅
草
３
－
25
－
16

台
東
区
立
中
央
図
書
館
内

T
EL
.0
3－
52
46
－
59
15

　
池
波
正
太
郎
の
業
績
や
作
品
の
世
界
を
広
く
伝
え
る
た

め
、
池
波
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
一
部
を
常
時
展
示

公
開
す
る
施
設
と
し
て
平
成
1
3
年
に
開
設
し
ま
し
た
。
全

著
作
本
、
自
筆
原
稿
・
絵
画
の
展
示
の
他
、
当
時
の
様
子

を
復
元
し
た
書
斎
、
人
気
シ
リ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
時
代
小

説
に
関
す
る
資
料
を
収
集
・
公
開
す
る
時
代
小
説
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

池
波
正
太
郎
記
念
文
庫

池
波
正
太
郎
記
念
文
庫

池
波
正
太
郎
に
つ
い
て

　
時
代
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
多
く
の
作
品
を
残
し
た
作

家
・
池
波
正
太
郎
は
、
大
正
1
2
年
1
月
2
5
日
、
旧
浅
草
区

聖
天
町
6
1
番
地
（
現
台
東
区
浅
草
7
丁
目
3
番
付
近
）
で
誕

生
し
ま
し
た
。

　
少
年
期
・
青
年
期
を
台
東
区
内
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
戦
後
、

下
谷
区
役
所
（
現
台
東
区
役
所
）
の
衛
生
課
に
勤
務
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
劇
作
の
第
一
人
者
だ
っ
た

長
谷
川
伸
氏
に
師
事
し
、
昭
和
2
6
年
に
劇
団
・
新
国
劇
の

た
め
に
書
い
た
「
鈍
牛
」
と
い
う
作
品
で
劇
界
に
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。
新
進
の
劇
作
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
一
方
、

小
説
を
書
く
こ
と
も
多
く
な
り
、
昭
和
3
5
年
「
錯
乱
」
で

直
木
賞
を
受
賞
。
以
後
、
信
州
の
真
田
家
を
題
材
と
し
た

多
く
の
真
田
も
の
、
幕
末
も
の
、
忍
者
も
の
な
ど
を
次
々

と
発
表
し
て
い
き
ま
す
。
4
3
年
か
ら
は
「
鬼
平
犯
科
帳
」

の
シ
リ
ー
ズ
、
4
7
年
に
は
「
剣
客
商
売
」、
「
仕
掛
人
・
藤

枝
梅
安
」
の
シ
リ
ー
ズ
、
4
9
年
か
ら
は
大
河
小
説
「
真
田

太
平
記
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
は
、
こ
の
4

作
品
を
常
に
執
筆
し
、
さ
ら
に
自
身
が
最
も
好
ん
だ
江
戸

の
町
を
舞
台
に
し
た
多
く
の
時
代
小
説
、
食
べ
物
や
旅
な

ど
を
語
る
珠
玉
の
エ
ッ
セ
イ
な
ど
に
健
筆
を
揮
い
、

1
0
0
0
作
を
越
え
る
作
品
を
残
し
ま
し
た
。
江
戸
の
名
残

が
残
る
上
野
や
浅
草
を
、
下
町
の
人
々
の
視
点
か
ら
作
品

を
構
築
し
、
思
い
出
の
地
を
た
び
た
び
舞
台
と
し
て
描
い

て
い
ま
す
。
平
成
2
年
5
月
3
日
、
急
性
白
血
病
の
た
め
惜

し
ま
れ
て
急
逝
、「
鬼
平
」「
梅
安
」の
最
終
作
は
未
完
と
な
っ

て
い
ま
す
。

池
波
正
太
郎
に
つ
い
て

池
波
正
太
郎
に
つ
い
て

写 真 ： 但 馬 一 憲 （ 講 談 社 ）
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